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本資料は1976（昭和51）年発売の、電子化により高度な機能、仕様を実現した
35mm一眼レフカメラである。それまでの一眼レフカメラでは撮影時に露光量の
調整を手動でする必要があった。そこでキヤノンは、露光量調整も含めて中央
集中制御するCPUを導入し、部品を従来から約300点減らすとともに露光量の手
動調整を不要とした。また、生産に自動化を大幅に取り入れて、低価格と軽
量、高機能を実現した。さらにシャッターボタンを押している間、毎秒約2コ
マの連続撮影ができる低価格の一体型専用ワインダーを用意し、「連写一眼」
のキャッチフレーズで大ヒットとなった。本資料はカメラづくりに電子化と自
動化の流れを採り入れて、一眼レフカメラを初めての人でも手軽に使える時代
に変えたカメラとして重要である。
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